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房
中
術
は
健
康
増
進
、
不
老
長
寿
を
求
め
る
中
国
の
特
有
な
文
化
の
一
つ
と
し
て
、
戦
国
中
期
の
南
方
地
方
に
形
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ

一
、
は
じ
め
に

多
御
少
女
の
房
中
術
に
関
す
る
医
学
的
検
証

〔
要
旨
〕
「
集
験
方
』
等
に
収
録
さ
れ
て
い
る
童
女
の
性
交
で
多
発
し
た
膣
の
批
傷
や
出
血
、
陰
部
の
癌
み
等
の
症
状
に

対
す
る
応
急
措
置
や
処
方
等
か
ら
、
古
代
中
国
に
お
い
て
童
女
や
少
女
を
性
交
相
手
に
さ
せ
、
己
の
健
康
増
進
や
不
老

長
寿
を
求
め
る
多
御
少
女
房
中
術
が
唐
代
ま
で
公
に
行
わ
れ
て
い
た
事
実
は
明
ら
か
で
あ
る
。
有
名
な
「
千
金
要
方
」

も
裕
福
な
人
々
に
そ
れ
を
勧
め
た
の
で
あ
る
。
多
御
少
女
房
中
術
の
始
ま
り
は
漢
武
帝
の
時
代
に
測
る
と
推
測
さ
れ
、

宋
代
で
は
表
の
舞
台
か
ら
そ
の
姿
が
消
え
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
医
学
諜
織
か
ら
の
批
判
や
内
丹
修
練
に
関
わ
る
道
教

経
典
に
使
わ
れ
る
隠
語
よ
り
、
明
清
社
会
の
裏
面
で
は
途
切
れ
な
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
発
育
成

長
中
の
童
女
を
性
の
相
手
と
し
て
房
中
術
に
強
要
す
る
こ
と
は
批
判
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
多
御
少
女
房
中
術
、
童
女
、
好
女
、
膣
の
損
傷
、
膣
の
出
血
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（
１
）
（
２
）

て
い
る
が
、
『
漢
書
・
芸
文
志
』
方
伎
略
に
お
い
て
医
経
と
経
方
に
次
い
で
一
大
の
方
技
と
認
め
ら
れ
、
臨
床
医
療
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
後
に
様
々
な
形
で
展
開
さ
れ
、
還
精
補
脳
術
や
黄
赤
混
気
道
術
等
の
よ
う
な
房
中
術
も
一
時
世
に
流
行
し
て
い
た
が
、
南
北
朝
に
入
っ

（
３
）

て
北
方
の
新
天
師
道
、
南
方
の
上
清
派
及
び
仏
教
側
か
ら
の
激
し
い
批
判
、
さ
ら
に
階
唐
期
の
房
中
術
を
文
芸
化
し
た
展
開
に
よ
っ
て
、
医

術
と
し
て
の
信
頼
性
が
急
速
に
低
下
し
、
宋
代
以
降
つ
い
に
社
会
の
表
舞
台
か
ら
そ
の
姿
を
消
し
、
古
代
房
中
術
の
専
門
著
作
も
ほ
と
ん
ど

（
４
）

遺
失
し
て
し
ま
っ
た
。
二
十
世
紀
中
頃
、
『
医
心
方
』
房
内
篇
に
よ
り
、
い
く
つ
か
の
房
中
術
専
門
書
が
復
元
さ
れ
た
。

（
５
）

（
６
）

一
方
、
『
医
心
方
』
房
内
篇
に
引
か
れ
た
「
彰
祖
経
」
な
ど
の
書
籍
の
内
容
か
ら
、
古
代
房
中
術
の
展
開
の
な
か
で
多
御
少
女
と
い
う
房
中

術
が
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
多
御
少
女
房
中
術
と
は
、
一
度
の
性
行
為
に
お
い
て
多
数
の
童
女
や
未
婚
処
女
を
性
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

用
い
、
天
真
燗
漫
な
少
女
か
ら
よ
り
多
く
の
陰
気
を
汲
み
取
り
、
己
の
元
気
を
補
強
す
る
も
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
健
康
を
増
進
し
老
化
を

遅
ら
せ
、
寿
命
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
斉
の
大
夫
楮
澄
の
伝
え
と
し
て
「
三
元
延
寿

参
賛
書
」
に
「
未
笄
の
女
は
天
癸
始
め
て
至
り
、
已
に
男
色
に
近
づ
き
、
陰
気
早
泄
し
、
未
完
し
て
傷
つ
く
」
「
女
は
太
だ
早
く
陰
破
れ
、
則

（
７
）

ち
其
の
血
脈
を
傷
つ
く
」
と
み
え
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
早
婚
が
女
性
に
与
え
た
弊
害
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
様
に
性

交
を
強
要
さ
れ
た
童
女
に
加
え
ら
れ
た
被
害
で
も
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
発
育
の
未
熟
な
少
女
の
性
器
が
損
傷
さ
れ
る
の
み
な

ら
ず
、
将
来
に
わ
た
っ
て
精
神
的
後
遺
症
を
含
む
様
々
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
も
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
論
で
は
、
こ
の
利
己
を
極
め
、
謎
に
満
ち
た
房
中
術
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か
、
童
女
や
少
女
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
か
、
及
び
そ
れ
ら
に
関
わ
る
歴
史
背
景
や
社
会
文
化
な
ど
を
考
察
し
な
が
ら
、
古
代
の
医
学
文
献
資
料
か
ら
そ
の
被
害
の
痕

跡
を
検
出
し
、
医
学
の
立
場
か
ら
検
証
を
行
う
こ
と
を
試
み
る
。

現
存
す
る
古
代
房
中
術
の
文
献
資
料
を
検
討
す
る
と
、
多
御
少
女
房
中
術
を
説
く
も
の
は
『
彰
祖
経
」
か
ら
始
ま
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

二
、
多
御
少
女
房
中
術
の
由
来
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『
神
仙
伝
』
に
よ
れ
ば
、
黄
山
君
は
彰
祖
か
ら
房
中
術
を
修
得
し
た
上
で
、
そ
れ
を
ま
と
め
て
「
彰
祖
経
」
と
し
て
書
き
残
し
た
と
い
う
。
「
彰

祖
経
」
と
い
う
書
名
は
『
抱
朴
子
・
内
篇
』
暹
覧
篇
に
見
ら
れ
る
と
同
時
に
、
極
言
篇
で
「
「
彰
祖
経
」
云
」
と
い
っ
た
よ
う
な
引
用
文
も
多

数
確
認
さ
れ
る
の
で
、
文
献
上
『
彰
祖
経
』
の
存
在
は
紛
れ
な
い
事
実
で
あ
る
。
暹
覧
篇
に
書
か
れ
た
道
教
図
書
目
録
の
時
期
は
お
よ
そ
四

世
紀
中
期
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
「
彰
祖
経
』
の
よ
う
な
書
物
は
遅
く
て
も
四
世
紀
の
前
期
、
若
し
く
は
三
世
紀
の
後
期
か
ら
世
に
出
現

「
抱
朴
子
」
微
旨
篇
で
は
「
玄
素
は
之
を
水
火
に
諭
う
、
水
火
は
人
を
殺
し
、
又
た
人
を
生
か
し
、
能
く
用
う
る
と
能
わ
さ
る
に
在
る
の

み
。
大
都
其
の
要
法
を
知
り
、
女
を
多
く
御
す
れ
ば
善
を
益
す
。
如
し
其
の
道
を
知
ら
ず
に
之
を
用
う
れ
ば
、
一
両
人
死
を
速
む
る
に
足
る

の
み
。
彰
祖
の
法
、
最
も
其
の
要
た
る
者
な
り
、
其
の
他
の
経
は
煩
労
多
く
し
て
行
い
難
く
、
其
の
益
と
為
る
も
の
は
必
ず
し
も
其
の
書
に

如
か
ず
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
多
御
女
子
房
中
術
を
中
心
に
し
て
展
開
し
た
『
彰
祖
経
」
は
「
玄
女
経
」
「
素
女
経
」
の
要
領
を
よ
く
つ
か
み

（
８
）

と
り
、
し
か
も
書
か
れ
た
内
容
の
読
み
や
す
さ
も
評
価
さ
れ
た
。
『
列
仙
伝
』
女
几
伝
の
讃
に
も
「
玄
素
に
は
要
有
り
、
近
く
諸
れ
を
身
に
取

り
、
彰
祖
之
を
得
、
以
て
五
巻
を
陳
す
」
と
み
え
、
『
彰
祖
経
」
は
当
時
の
人
々
の
目
に
は
特
別
な
房
中
術
専
門
書
で
は
な
く
、
「
玄
女
経
」

や
「
素
女
経
」
を
基
づ
い
て
、
多
御
少
女
を
中
心
に
し
て
再
構
成
さ
れ
た
書
物
と
映
っ
た
で
あ
ろ
う
。
房
内
篇
に
収
録
さ
れ
た
各
害
の
「
彰

祖
日
」
と
い
う
条
文
を
総
合
し
て
み
る
と
、
多
御
少
女
房
中
術
を
説
く
ほ
か
に
、
求
子
方
法
、
強
壮
治
療
、
房
中
禁
忌
な
ど
に
も
及
ん
で
い

た
が
、
該
書
の
現
れ
が
後
漢
後
期
以
来
の
礼
教
的
倫
理
、
と
り
わ
け
孝
観
念
の
衰
微
、
変
容
と
相
即
不
離
な
関
係
で
展
開
す
る
と
も
指
摘
さ

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

れ
て
い一

方
、
『
医
心
方
』
房
内
篇
に
よ
れ
ば
、
多
御
少
女
房
中
術
が
不
老
長
寿
に
役
立
つ
方
術
と
力
説
さ
れ
る
と
き
、
二
つ
の
こ
と
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。
一
つ
は
黄
帝
が
千
二
百
人
の
女
性
と
交
わ
る
こ
と
よ
っ
て
神
仙
と
な
り
、
竜
に
乗
っ
て
天
に
昇
っ
た
と
い
う
伝
説
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
多
忙
な
国
務
に
励
む
君
主
の
体
力
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、
後
宮
に
集
め
ら
れ
る
無
数
の
少
女
と
の
交
わ
り
に
よ
っ
て
陰
気
が
得
ら

れ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
真
面
目
に
国
政
を
遂
行
す
る
帝
王
が
黄
帝
な
の
か
否
か
は
は
っ
き
り
と
言
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
多
御
少

る§
0
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女
房
中
術
の
形
成
に
は
古
代
の
帝
王
が
欠
か
せ
な
い
モ
デ
ル
と
し
て
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

戦
国
時
代
の
帝
王
た
ち
は
後
宮
に
名
目
の
あ
る
妃
を
配
置
す
る
以
外
、
す
で
に
多
数
の
女
性
を
幽
禁
す
る
よ
う
に
な
り
、
斉
国
の
襄
公
が

（
川
）

数
千
人
の
妾
を
要
っ
た
こ
と
に
対
し
て
彼
の
子
孫
か
ら
も
非
難
さ
れ
た
。
「
漢
書
』
張
良
伝
に
よ
る
と
、
秦
始
皇
帝
の
後
宮
に
集
め
ら
れ
た
女

子
の
数
は
千
人
に
も
の
ぼ
っ
て
い
た
と
い
う
。
美
女
を
無
制
限
に
集
め
る
こ
と
は
帝
王
の
み
で
な
く
、
貴
族
や
官
僚
に
も
拡
が
っ
て
い
た
。

秦
漢
両
朝
に
わ
た
っ
て
重
臣
と
さ
れ
、
前
漢
初
期
の
丞
相
に
も
な
っ
た
張
蒼
は
、
要
っ
た
妻
や
妾
の
人
数
が
数
百
名
に
も
の
ぼ
っ
た
。
し
か

も
、
妊
娠
し
た
者
に
対
し
て
再
び
交
わ
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
（
「
漢
壹
張
蒼
伝
）
。
漢
武
帝
の
後
宮
に
数
千
人
の
美
女

が
納
め
ら
れ
、
彼
の
伯
父
、
武
安
侯
田
紛
も
百
人
以
上
の
妾
を
も
っ
た
と
い
う
（
麗
害
』
田
紛
伝
）
。
貢
禺
は
皇
帝
へ
の
諫
言
書
に
漢
武
帝
の

（
ｕ
）

い
き
過
ぎ
た
行
為
及
び
貴
族
社
会
に
与
え
た
悪
影
響
に
対
し
て
痛
烈
に
批
判
し
た
。
彼
は
漢
宣
帝
（
前
七
三
～
四
九
）
に
博
士
に
徴
さ
れ
た
の

ち
、
涼
州
の
刺
史
と
な
っ
た
が
、
病
気
の
た
め
に
自
ら
官
職
を
辞
め
た
。
賢
明
、
か
つ
正
直
な
人
柄
で
漢
元
帝
（
前
四
八
）
が
即
位
す
る
と
再
び

諫
大
夫
に
任
命
さ
れ
た
の
で
、
彼
の
諫
言
内
容
の
真
実
性
は
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

貢
禺
の
諌
言
に
は
極
め
て
興
味
深
い
こ
と
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
帝
王
が
美
し
い
妃
や
宮
女
を
選
ぶ
の
は
当
然
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、

漢
武
帝
と
孝
宣
帝
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
「
好
女
を
取
る
」
と
「
女
を
取
る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
使
い
分
け
の
言
葉
が
選
択
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

明
ら
か
に
漢
武
帝
の
後
宮
に
送
ら
れ
た
女
子
に
対
し
て
何
ら
か
の
特
別
な
選
抜
条
件
を
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
好
女
」
と
い
う
言
葉
は
『
穆

天
子
伝
』
巻
二
（
晋
・
郭
瑛
注
、
平
津
館
叢
書
本
）
に
「
好
女
を
天
子
に
献
げ
る
」
と
見
え
て
い
る
が
、
「
悪
女
」
と
と
も
に
古
く
か
ら
房
中
術
の

専
門
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
『
医
心
方
』
房
内
篇
に
設
け
て
い
る
三
十
項
目
に
も
「
好
女
」
と
「
悪
女
」
と
が
あ
り
、
主
に
「
玉
房
秘

訣
』
や
『
太
清
経
』
か
ら
の
引
用
文
を
充
て
て
い
る
。
好
女
の
主
な
条
件
と
し
て
は
、
ま
ず
未
婚
の
少
女
で
あ
り
、
次
は
豊
満
な
身
体
、
さ

（
吃
）

ら
に
そ
の
陰
部
及
び
腋
下
に
毛
が
ま
だ
生
え
て
い
な
い
者
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
人
生
の
宿
命
、
運
の
盛
衰
、
寿
命
の
長
短
、
富
貴
と
貧
賤
を

皆
知
る
」
（
金
丹
篇
）
と
述
べ
る
『
太
清
経
』
は
、
『
抱
朴
子
』
暹
覧
篇
に
も
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
成
書
年
代
の
下
限
は
後
漢
後
期
に
求

め
て
も
問
題
が
な
い
で
あ
ろ
う
。



日本医史学雑誌第48巻第2号(2002)209

と
こ
ろ
が
、
十
六
歳
の
若
さ
で
即
位
し
た
漢
武
帝
は
七
十
歳
死
去
ま
で
五
十
五
年
間
も
統
治
し
て
い
た
。
在
位
期
間
の
長
さ
だ
け
で
な
く
、

何
事
に
も
意
欲
を
示
し
、
積
極
的
な
性
格
で
漢
王
朝
の
最
も
輝
か
し
い
時
代
を
築
い
た
。
『
史
記
」
の
「
五
帝
本
紀
」
「
孝
武
本
紀
」
で
は
、

黄
帝
の
伝
説
及
び
不
老
不
死
の
神
仙
に
な
る
こ
と
を
切
望
す
る
漢
武
帝
と
の
関
わ
り
が
多
数
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
人
生
は
黄
帝
の
よ
う

な
神
仙
に
な
り
た
い
一
心
で
、
一
所
懸
命
に
黄
帝
の
伝
承
を
探
し
、
そ
し
て
真
似
し
た
も
の
で
も
あ
る
と
言
え
よ
う
。
彼
は
房
中
術
に
非
常

（
咽
）
（
Ｍ
）

に
興
味
を
も
っ
た
者
と
噂
さ
れ
た
と
同
時
に
、
処
女
か
否
か
を
確
認
す
る
守
宮
液
と
い
う
薬
物
検
査
法
を
用
い
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
漢

武
帝
ほ
ど
神
仙
方
術
に
の
め
り
込
ん
だ
権
力
者
は
、
そ
れ
以
後
の
中
国
歴
史
に
も
現
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

女
子
の
第
二
次
性
徴
の
発
達
は
い
わ
ゆ
る
思
春
期
で
、
す
な
わ
ち
八
、
九
歳
か
ら
徐
々
に
著
明
に
な
り
、
十
七
、
八
歳
ま
で
の
十
年
ぐ
ら

い
か
か
っ
て
性
機
能
が
発
育
、
完
成
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
厚
生
省
の
報
告
に
よ
る
と
、
昭
和
六
十
年
の
女
子
の
平
均
初
経
年
齢
は

（
脂
）

昭
和
十
年
度
の
調
査
よ
り
三
年
も
早
く
な
っ
た
と
い
う
。
と
く
に
現
代
社
会
の
豊
か
な
食
生
活
と
は
較
べ
ら
れ
な
い
古
代
中
国
で
は
、
「
女
は

二
十
に
し
て
嫁
ぐ
」
（
胃
礼
」
）
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
女
子
の
発
育
成
長
が
現
代
人
よ
り
二
、
三
年
遅
れ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
医
学
の
立

場
か
ら
み
れ
ば
、
十
五
歳
以
下
の
童
女
は
肉
体
と
精
神
と
と
も
に
発
育
成
長
の
最
中
に
あ
る
の
で
、
そ
の
未
熟
さ
を
完
全
に
無
視
し
て
性
交

の
相
手
に
強
要
さ
れ
た
場
合
、
精
神
上
の
苦
痛
や
傷
跡
が
い
う
ま
で
も
な
く
、
肉
体
的
に
は
生
殖
器
が
最
も
傷
つ
き
や
す
く
、
膣
の
損
傷
、

（
略
）

出
血
や
痙
掌
性
瘤
痛
な
ど
の
症
状
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
十
分
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
少
女
性
器
の
病
変
に
関
す
る
古
代
の
臨

床
治
療
報
告
は
、
多
御
少
女
房
中
術
が
及
ぼ
し
た
被
害
の
状
況
、
及
び
そ
の
信
懸
性
を
裏
付
け
る
一
つ
の
有
力
な
証
に
も
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

『
千
金
要
方
』
巻
三
婦
人
方
（
中
）
で
は
、
性
交
を
強
要
さ
れ
た
童
女
が
発
症
し
た
陰
部
の
痛
み
、
膣
の
外
傷
や
出
血
な
ど
の
症
状
に
対
し

て
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
処
方
が
収
録
さ
れ
、
外
用
を
中
心
と
す
る
応
急
措
置
と
見
受
け
ら
れ
る
。
（
一
）
釜
う
ら
の
積
煙
を
ゴ
マ
油
と
ま
ぜ

て
患
部
に
塗
る
。
（
二
）
青
布
と
髪
の
毛
を
焼
い
た
灰
を
患
部
に
塗
る
。
（
三
）
ま
ゆ
糸
を
焼
い
た
灰
を
患
部
に
塗
る
。
処
方
の
内
容
を
見
た

三
、
少
女
性
交
の
医
学
的
検
証
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「
集
験
方
」
と
い
う
書
名
は
「
階
害
・
経
籍
志
』
医
方
類
に
す
で
に
み
え
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
『
集
験
方
』
十
巻
（
眺
僧
垣
撰
）
、
「
桃
大
夫

集
験
方
」
十
二
巻
及
び
「
集
験
方
』
十
二
巻
と
い
う
三
種
類
が
録
さ
れ
て
い
る
。
『
外
台
秘
要
」
に
引
用
さ
れ
た
眺
僧
垣
の
処
方
は
三
二
○
と

（
Ⅳ
）

集
計
さ
れ
た
。
「
周
書
』
『
北
史
』
両
芸
術
伝
に
よ
れ
ば
、
桃
大
夫
と
呼
ば
れ
た
眺
僧
垣
（
四
七
八
～
五
八
三
）
は
、
字
を
法
衛
と
い
い
、
梁
の

太
医
正
と
な
っ
た
の
ち
、
北
周
の
太
医
下
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
た
人
物
で
あ
り
、
豊
富
な
治
療
経
験
の
臨
床
家
で
も
あ
る
。
国
家
の
医
療
行
政

代
わ
り
に
「
鶏
冠
を
割
り
血
孟

か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
医
心
方
』
房
内
篇
「
少
女
痛
第
二
十
九
」
で
も
童
女
の
性
交
に
よ
る
膣
の
損
傷
や
出
血
な
ど
の
治
療
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
集
験

方
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
三
つ
の
処
方
は
、
（
一
）
髪
の
毛
と
青
布
を
焼
い
た
灰
を
患
部
に
塗
る
。
（
二
）
ゴ
マ
の
油
を
患
部
に
塗
る
。
（
三
）
舘
蘆

を
切
断
し
て
釜
う
ら
の
積
煙
を
擦
り
取
っ
て
患
部
に
塗
る
。
『
千
金
要
方
」
の
三
番
目
の
処
方
が
み
ら
れ
な
い
・
そ
れ
以
外
に
記
さ
れ
て
い
る

「
治
小
戸
嫁
痛
方
」
は
、
「
千
金
要
方
」
の
焼
い
た
烏
賊
骨
の
粉
末
と
酒
と
を
用
い
る
外
に
、
又
は
牛
膝
と
酒
か
ら
な
る
煎
剤
で
あ
る
。
唐
天

宝
年
間
に
王
麦
に
よ
っ
て
編
蟇
さ
れ
た
『
外
台
秘
要
」
の
三
十
四
巻
婦
人
篇
で
は
、
童
女
の
性
交
に
よ
る
膣
の
損
傷
や
出
血
の
治
療
に
つ
い

て
は
、
『
集
験
方
」
よ
り
三
つ
の
処
方
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
房
内
篇
に
録
さ
れ
た
「
麻
油
を
以
て
之
を
塗
る
」
と
い
う
処
方
が
見
ら
れ
ず
、

代
わ
り
に
「
鶏
冠
を
割
り
血
を
取
り
て
之
を
塗
る
」
と
い
う
処
置
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
処
方
は
ほ
と
ん
ど
「
千
金
要
方
』

か
ぎ
り
、
特
別
な
生
薬
が
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
長
い
間
民
間
で
密
か
に
用
い
ら
れ
た
治
療
方
法
を
吸
い
上
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ど
こ
で
も
、
誰
で
も
即
座
に
手
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
が
薬
と
し
て
使
用
さ
れ
た
点
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
当
時
の
社
会
で
は
性
交
を
強
要
さ
れ

た
童
女
に
は
膣
の
損
傷
や
出
血
な
ど
の
疾
患
が
多
発
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
小
戸
嫁
痛
」
と
い
っ
た
よ
う
な
陰
部
の
痛
み
を
治

療
す
る
た
め
に
二
つ
の
処
方
も
記
さ
れ
て
い
る
。
「
治
小
戸
嫁
痛
連
日
方
」
は
甘
草
、
苛
薬
、
生
姜
、
桂
と
い
う
四
種
類
の
生
薬
か
ら
な
る
も

の
で
、
「
治
小
戸
嫁
痛
方
」
は
、
烏
賊
骨
を
焼
い
た
屑
を
服
用
す
る
。
前
者
は
酒
で
生
薬
を
煎
じ
る
が
、
後
者
は
酒
で
そ
の
灰
を
の
み
こ
む
。

酒
を
用
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
痙
箪
の
激
痛
を
緩
解
す
る
た
め
に
よ
り
強
い
鎮
痛
効
果
が
求
め
ら
れ
、
童
女
の
治
療
処
方
に
も
加
え
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
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を
指
導
す
る
立
場
に
あ
っ
た
責
任
者
の
著
作
に
童
女
の
性
交
出
血
に
関
す
る
治
療
方
薬
が
多
数
公
表
さ
れ
た
こ
と
、
『
集
験
方
」
と
い
う
書
名

及
び
そ
の
処
方
の
直
後
に
「
立
癒
」
（
冒
心
方
」
房
内
篇
）
と
い
っ
た
治
療
効
果
を
推
奨
し
た
言
葉
か
ら
、
そ
の
病
気
は
当
時
の
上
流
階
級
に

多
発
し
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
の
行
っ
た
医
療
活
動
の
な
か
で
、
収
集
し
た
民
間
療
法
を
試
し
、
そ
れ
な
り
の
例
数
を
処
置
し
た
後

で
得
ら
れ
た
効
果
的
な
結
果
と
も
推
測
さ
れ
る
。

後
漢
末
期
の
名
医
張
仲
景
の
著
書
と
い
わ
れ
る
『
金
置
要
略
』
は
、
雑
病
を
中
心
に
論
じ
る
稀
な
臨
床
医
書
で
、
婦
人
雑
病
の
弁
証
論
治

も
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
童
女
性
器
の
損
傷
、
出
血
や
痛
み
な
ど
を
治
療
し
た
報
告
が
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
。
秦
漢
時
期
の
臨
床
医

（
鳩
）

療
資
料
が
極
め
て
少
な
く
、
ま
た
現
行
の
『
金
置
要
略
」
が
北
宋
に
再
編
成
さ
れ
た
た
め
、
現
段
階
で
は
そ
の
よ
う
な
臨
床
報
告
が
原
本
に

存
在
し
な
か
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
戦
乱
の
絶
え
な
い
魏
晋
南
北
朝
で
は
、
各
時
期
の
政
府
は
人
口
増
殖
や
税
収
拡
大
の
た
め
に
相
次

（
岨
）

い
で
早
婚
促
進
の
政
策
を
打
ち
出
し
、
貴
族
や
上
流
社
会
の
子
弟
は
庶
民
よ
り
若
く
結
婚
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
男
女
と
も
に
未

成
年
者
が
結
婚
す
る
場
合
、
性
交
渉
に
よ
る
陰
器
損
傷
の
発
病
率
は
成
人
の
男
性
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
多
御
少
女
房
中
術
よ
り
ず
っ
と
低
い

一
方
、
『
千
金
要
方
』
で
は
兎
の
糞
、
乾
漆
、
鼠
の
頭
骨
、
雌
鶏
の
肝
で
調
剤
す
る
「
治
陰
寛
大
令
窄
小
方
」
が
記
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
も
の

で
作
ら
れ
た
丸
薬
を
性
交
す
る
前
に
膣
腔
に
入
れ
て
使
用
す
る
と
い
う
。
出
産
な
ど
で
緩
ん
だ
膣
腔
を
再
び
緊
縮
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
ら
し

い
。
使
用
し
た
三
日
目
に
そ
の
効
果
が
現
れ
始
め
、
十
日
目
か
ら
膣
腔
が
著
し
く
小
さ
く
な
り
、
五
十
日
後
「
十
五
歳
の
童
女
の
如
し
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
詳
細
な
治
療
経
過
が
記
録
さ
れ
た
の
で
、
当
時
の
臨
床
で
は
こ
の
丸
薬
を
求
め
る
者
が
多
く
い
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
は
子
孫
繁
栄
を
念
願
す
る
た
め
の
早
婚
や
妾
要
り
と
異
な
っ
て
、
必
要
以
上
に
性
的
快
楽
を
追
求
し
、
童
女
を
求
め
る
男
性
の
「
処

女
癖
」
の
現
れ
だ
と
言
え
る
。
裕
福
な
階
層
で
は
金
で
「
少
年
未
生
乳
」
（
「
千
金
要
方
」
）
と
い
っ
た
童
女
を
買
う
の
に
対
し
て
、
外
用
薬
で

「
処
女
癖
」
を
満
た
す
こ
と
は
庶
民
層
に
も
拡
が
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
唐
代
の
社
会
風
習
は
、
北
方
少
数
民
族
の
血
統
を
も
つ

（
鋤
）

階
唐
権
力
者
の
「
夷
狄
」
風
俗
に
も
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

と
考
え
ら
れ
る
。
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政
和
年
間
（
二
二
～
二
一
七
）
に
編
集
さ
れ
た
『
聖
済
総
録
』
は
、
金
人
の
開
封
侵
入
に
よ
っ
て
そ
の
版
が
奪
わ
れ
た
の
ち
、
大
定

年
間
二
一
六
一
～
二
八
九
）
に
や
っ
と
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
二
百
巻
か
ら
な
る
大
型
の
医
学
書
で
は
、
二
万
近
く
の
処
方
が
収
録
さ
れ
て

い
る
が
、
性
交
を
強
要
さ
れ
た
童
女
、
及
び
女
性
の
陰
器
損
傷
、
出
血
や
痛
み
な
ど
を
治
療
す
る
方
薬
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
一
般

の
常
識
か
ら
考
え
れ
ば
、
あ
る
種
類
の
臨
床
治
療
技
術
は
時
代
発
展
と
と
も
に
絶
え
ず
更
新
さ
れ
る
が
、
よ
り
効
果
的
で
代
わ
り
う
る
治
療

方
法
が
見
つ
か
ら
な
い
か
ぎ
り
、
臨
床
医
書
か
ら
消
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
病
気
が
長
い
期
間
の
臨
床
観
察
を
経
て
完
全
に
発
生
し
な
い
と

確
認
さ
れ
た
後
に
取
る
べ
き
措
置
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
童
女
を
含
む
性
交
に
よ
る
生
殖
器
の
損
傷
や
出
血
な
ど
の
治
療
項
目
が
宋
代
の

三
大
処
方
宝
典
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
医
書
か
ら
突
然
跡
も
な
く
、
さ
っ
ぱ
り
と
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
偶
然
な
出
来
事
で
は
な
い
。
房

中
術
の
著
作
と
同
じ
運
命
を
辿
っ
た
こ
と
は
、
北
宋
の
程
頴
程
頤
兄
弟
が
洛
陽
で
提
唱
し
た
「
餓
え
て
死
ぬ
事
は
極
め
て
小
く
、
節
を
失
う

（
幻
）

事
は
極
め
て
大
い
」
（
三
程
遺
書
」
巻
二
十
二
）
と
い
う
礼
教
論
議
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

な方
いｰ

oノ‘ア
と
こ
ろ
が
、
五
代
十
国
を
経
た
北
宋
の
初
期
、
宋
太
宗
の
勅
令
で
医
官
陳
昭
遇
、
王
懐
隠
ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
約
十
年
間
か
け
て
（
太
平

興
国
七
年
～
淳
化
三
年
）
編
纂
し
た
百
巻
か
ら
な
る
「
太
平
聖
恵
方
』
に
は
、
一
六
七
○
門
に
分
類
さ
れ
、
「
治
婦
人
夢
与
鬼
交
通
方
」
「
治
婦

人
月
水
不
通
無
子
諸
方
」
「
治
婦
人
陰
瘡
諸
方
」
な
ど
の
よ
う
な
女
性
疾
患
に
関
す
る
治
療
方
薬
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
性
交
を
強
要

さ
れ
た
童
女
、
な
い
し
女
性
の
陰
器
損
傷
、
出
血
や
痛
み
な
ど
を
治
療
す
る
項
目
及
び
関
連
の
方
薬
が
一
切
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ

の
十
八
年
後
、
朝
廷
の
勅
令
で
医
官
陳
師
文
、
斐
宗
元
ら
が
薬
典
「
太
医
局
方
』
を
基
に
し
て
拡
充
し
編
集
し
た
「
校
正
太
平
恵
民
和
剤
局

方
」
に
は
、
「
治
婦
人
諸
疾
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
同
様
に
童
女
や
女
性
の
陰
器
損
傷
、
出
血
や
痛
み
な
ど
を
治
療
す
る
方
薬
が
見
ら
れ

権
力
と
欲
望
の
集
中
を
極
め
た
古
代
中
国
君
主
政
治
の
一
つ
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
も
の
は
、
全
国
か
ら
厳
し
い
選
抜
条
件
で
数
多
く
の

四
、
む
す
び
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童
女
、
少
女
、
美
女
を
後
宮
に
集
め
た
歴
史
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
帝
王
の
後
宮
に
納
め
ら
れ
た
無
数
の
好
女
は
、
多
御
少
女
房
中
術
の
形

成
に
欠
か
せ
な
い
条
件
を
十
二
分
に
満
た
し
た
も
の
で
あ
る
。
皇
位
継
承
者
の
育
成
や
皇
族
の
繁
栄
と
い
っ
た
大
義
名
分
の
下
で
個
人
の
性

欲
を
満
た
す
者
が
多
か
っ
た
が
、
黄
帝
伝
説
を
真
似
し
て
好
女
を
求
め
た
漢
武
帝
は
、
神
仙
の
夢
を
み
て
現
世
志
向
の
頂
点
を
極
め
た
見
本

だ
と
い
え
よ
う
。
「
漢
、
武
帝
頗
る
方
術
を
好
ん
で
よ
り
、
天
下
の
道
芸
を
懐
協
す
る
の
士
、
策
を
負
っ
て
抵
掌
し
、
風
に
順
っ
て
届
ら
ざ
る

は
な
し
」
（
『
後
漢
書
』
方
術
列
伝
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
房
中
術
を
含
む
様
々
な
方
術
を
開
発
し
た
方
士
た
ち
は
彼
の
も
と
に
献
策
を
行
っ

た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
漢
武
帝
の
時
代
は
多
御
少
女
房
中
術
の
始
ま
り
な
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

「
集
験
方
」
や
「
千
金
要
方
』
な
ど
を
中
心
に
し
て
多
数
の
医
学
書
な
い
し
房
中
術
専
門
書
に
収
録
さ
れ
た
、
童
女
の
性
交
で
多
発
す
る
陰

部
の
痛
み
、
膣
の
損
傷
や
出
血
な
ど
の
症
状
に
対
す
る
応
急
措
置
や
処
方
な
ど
か
ら
、
古
代
中
国
に
お
い
て
童
女
や
処
女
を
性
交
の
相
手
に

さ
せ
、
己
の
健
康
増
進
や
不
老
長
寿
を
求
め
る
多
御
少
女
房
中
術
が
行
わ
れ
て
い
た
事
実
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
最
盛
期
を
迎
え
た
晴
唐

の
時
代
で
は
、
『
千
金
要
方
」
を
著
し
た
、
指
折
り
の
大
名
医
孫
思
迩
も
、
財
力
が
あ
れ
ば
「
好
女
」
を
選
ぶ
よ
う
に
と
人
々
に
勧
め
て
い
た
。

し
か
し
、
後
世
の
医
家
た
ち
は
彼
の
名
声
を
気
づ
か
い
、
多
御
少
女
の
房
中
術
を
提
唱
す
る
「
房
中
補
益
」
篇
を
他
人
の
偽
託
と
し
な
が
ら
、

「
理
を
惇
し
て
良
を
喪
う
」
（
冒
問
棒
喝
」
）
も
の
と
し
て
椀
曲
に
批
判
を
行
っ
た
。

宋
代
に
入
っ
て
多
御
少
女
の
房
中
術
を
含
む
房
中
術
は
、
表
の
舞
台
か
ら
急
速
に
消
滅
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
社
会
の
裏
面
で
は
性
的

技
法
と
し
て
房
中
術
の
伝
授
が
依
然
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
「
浪
史
奇
観
」
や
『
晴
蝪
帝
艶
史
』
な
ど
の
よ
う
に
性
愛
を
描
く
数
多
く
の
小

説
に
は
よ
く
用
い
ら
れ
て
、
一
般
の
人
々
に
案
外
に
分
か
り
や
す
く
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
房
中
術
専
門
書
を
刊
行
す
る
必
要

（
蛇
）

性
が
無
く
な
っ
た
一
因
と
も
考
え
ら
れ
る
。
明
清
両
代
に
お
い
て
は
、
民
間
に
濫
用
さ
れ
て
生
じ
た
問
題
に
対
す
る
医
学
関
係
者
の
批
判
に

（
鰯
）

よ
く
示
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
た
道
教
の
分
野
に
お
い
て
、
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
内
丹
修
行
に
関
わ
る
経
典
に
使
わ
れ
る
隠
語
か
ら
も
、
多

（
型
）

御
少
女
房
中
術
が
途
切
れ
な
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
さ
ら
に
現
代
で
も
検
挙
さ
れ
た
売
春
事
情
か
ら
そ
の
影
響
が
窺
え

る
。
時
代
背
景
や
社
会
制
度
の
変
化
に
よ
っ
て
倫
理
観
や
道
徳
理
念
も
変
わ
る
こ
と
を
配
慮
し
て
も
、
発
育
成
長
中
の
童
女
を
性
の
相
手
と
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し
て
房
中
術
に
強
要
す
る
こ
と
は
批
判
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
６
）
「
礼
記
・
内
則
」
「
女
子
、
．
：
：
・
十
有
五
年
而
笄
」
や
「
釈
名
」
釈
長
幼
篇
「
十
五
日
童
、
…
…
女
子
未
笄
者
、
亦
称
之
也
」
と
示
さ
れ
る
如
き
、

笄
と
は
髪
に
飾
る
答
の
一
種
で
、
成
人
し
た
女
子
の
記
し
で
も
あ
る
の
で
、
十
五
歳
以
下
の
未
婚
処
女
を
童
女
と
呼
ぶ
。

（
７
）
こ
の
引
用
文
は
元
代
の
李
鵬
飛
『
三
元
延
寿
参
賛
害
』
巻
三
上
海
書
店
版
『
道
蔵
」
巻
十
八
）
に
録
さ
れ
て
い
る
。
友
人
葉
応
和
が
書
い
た
賊
文

に
「
余
友
李
澄
心
襄
尋
母
数
百
里
外
、
適
母
家
多
難
、
以
薬
活
二
十
八
人
。
（
中
略
）
然
其
天
性
頴
悟
有
言
必
覚
、
又
心
不
筍
取
不
倦
医
、
以
是
活
人

多
也
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
豊
か
な
臨
床
経
験
を
も
っ
た
医
家
と
考
え
ら
れ
る
。

（
８
）
『
晴
書
・
経
籍
志
』
巻
二
雑
傳
の
部
に
弓
列
仙
傳
讃
」
三
巻
、
劉
向
撰
霞
續
孫
緯
讃
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
福
井
康
順
の
三
列
仙
傳
』
考
」
弓
早

稲
田
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
３
、
一
九
五
七
）
に
も
そ
の
讃
は
東
晋
の
孫
棹
の
作
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
嚴
善
焔
「
初
期
道
教
と
黄
赤
混
気
房
中
術
」
『
東
方
宗
教
」
第
九
十
七
号
、
二
頁
及
び
注
２
、
二
○
○
一

（
３
）
注
（
２
）
の
四
頁
、
「
老
子
想
爾
注
』
で
は
、
還
精
補
脳
房
中
術
を
「
世
間
偽
伎
」
と
批
判
さ
れ
た
。
房
中
術
を
小
説
と
し
て
文
芸
化
し
た
唐
の
張

文
成
の
『
遊
仙
窟
」
は
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
唐
の
文
学
者
白
行
簡
が
著
し
た
『
天
地
陰
陽
交
歓
大
楽
賦
」
は
、
房
中
術
を
文
芸
化
し
た

最
も
典
型
的
な
作
品
だ
と
言
え
る
。

（
４
）
嚴
善
招
昌
医
心
方
』
房
内
篇
に
つ
い
て
の
考
察
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
四
十
七
巻
、
第
二
号
、
三
十
四
頁
、
二
○
○
一

（
５
）
『
玉
房
秘
訣
」
「
彰
祖
日
、
夫
男
子
欲
大
利
益
者
、
得
不
知
道
之
女
為
善
。
又
当
御
童
女
、
顔
色
亦
当
如
童
女
、
但
苦
不
少
年
耳
。
若
得
十
四
五
以

上
、
十
八
九
以
下
、
還
甚
益
佳
也
」
、
「
彰
祖
日
、
道
甚
易
知
、
人
不
能
信
而
行
之
耳
。
今
君
主
御
万
機
治
天
下
、
必
不
能
備
為
衆
道
也
。
幸
多
後
宮
、

宜
知
交
接
之
法
。
法
之
要
者
、
在
於
多
御
少
女
而
莫
数
潟
。
使
人
身
軽
、
病
気
消
除
也
」
及
び
、
『
玉
房
指
要
』
「
彰
祖
日
、
黄
帝
御
千
二
百
女
而
登

仙
、
。
…
：
知
其
道
者
、
御
女
苦
不
多
耳
。
不
必
皆
須
容
色
研
麗
也
、
但
欲
得
年
少
未
生
乳
而
肌
肉
者
耳
、
但
能
得
七
八
人
、
便
大
有
益
也
」
（
『
医
心

注
と
引
用
文
献

（
１
）
嚴
善
焔
「
馬
王
堆
漢
墓
の
房
中
養
生
の
竹
簡
に
つ
い
て
の
研
究
（
古
代
房
中
術
の
成
立
を
中
心
に
）
」
「
中
国
出
土
資
料
研
究
」
第
五
号
、
五
十
五

方
」
安
政
版
）

頁
、
二
○
○
一
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（
９
）
坂
出
祥
伸
「
彰
祖
棒

昭
和
六
十
。
ぺ
り
か
，

測
も
行
わ
れ
て
い
る
。

（
皿
）
『
墨
子
」
辞
過
篇
「

（
Ⅱ
）
『
漢
圭
三
貢
禺
伝
壽

（
昭
）
『
漢
武
故
事
」
に
よ
る
と
、
漢
昭
帝
を
生
ん
だ
拳
夫
人
は
「
解
黄
帝
素
女
之
術
」
と
伝
え
ら
れ
る
以
外
、
東
方
朔
及
び
そ
の
妾
で
あ
る
宛
若
も
房

中
術
に
長
け
た
者
と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
存
の
「
古
今
逸
史
』
本
で
は
著
者
の
名
は
班
固
と
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
斉
の
王
倹
説
含
四
庫
全
書
総
目

提
要
』
）
及
び
晋
の
葛
洪
説
（
『
四
庫
提
要
弁
證
」
）
も
あ
る
。

（
Ｍ
）
西
晋
・
張
華
「
蜥
蜴
或
名
蠣
蠅
。
以
器
養
之
、
食
以
朱
砂
、
体
尽
赤
、
所
食
満
七
斤
、
治
搗
万
杵
、
以
点
女
子
肢
体
、
終
身
不
滅
。
唯
房
室
事
則

滅
、
故
号
守
宮
。
八
伝
ｖ
云
・
・
東
方
朔
語
漢
武
帝
、
試
之
有
験
」
（
「
博
物
志
」
巻
四
）

（
咽
）
石
浜
敦
美
「
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
入
門
」
メ
デ
ィ
カ
ル
出
版
、
九
頁
と
四
七
頁
、
東
京
、
一
九
九
二

（
略
）
「
醒
世
恒
言
」
巻
二
十
三
の
「
金
海
陵
縦
欲
亡
身
」
に
海
陵
王
は
少
女
を
強
要
す
る
時
、
「
寛
忘
其
質
之
弱
、
年
之
小
也
、
此
女
果
不
能
當
、
涕
泗

交
下
、
：
：
：
女
陰
中
血
流
不
止
」
と
い
っ
た
描
写
、
又
は
『
晴
蝪
帝
艶
史
」
第
三
十
一
回
に
描
か
れ
た
晴
蝪
帝
に
強
要
さ
れ
た
十
三
歳
の
少
女
月
賓

の
苦
痛
と
恐
怖
は
、
実
例
に
基
づ
く
も
の
と
し
か
思
え
な
い
。

（
Ⅳ
）
小
曽
戸
洋
「
『
外
台
秘
要
」
に
よ
る
古
医
籍
の
検
討
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
第
三
十
巻
、
第
二
号
（
「
中
国
医
学
古
典
と
日
本
」
塙
書
房
、
東
京
、

四
九
四
頁
）
、
ま
た
は
啓
業
耆
局
『
中
国
医
学
史
略
」
啓
業
害
局
有
限
公
司
、
一
四
六
頁
、
台
北
、
中
華
民
国
七
六

（
喝
）
小
曽
戸
洋
「
中
国
医
学
古
典
と
日
本
」
塙
書
房
、
三
○
五
頁
、
東
京
、
一
九
九
六

（
皿
）
『
墨
子
」
辞
過
篇
「
当
今
之
君
、
其
蓄
私
也
。
大
国
拘
女
累
千
、
小
国
累
百
」
、
「
管
子
」
小
匡
篇
「
唯
女
是
崇
、
九
妃
六
婿
、
陳
妾
数
千
」

（
Ⅱ
）
『
漢
書
』
貢
禺
伝
「
至
高
祖
、
孝
文
、
孝
景
皇
帝
、
循
古
節
倹
、
宮
女
不
過
十
余
、
厩
馬
百
余
匹
余
。
：
：
：
武
帝
之
時
、
又
多
取
好
女
至
数
千
人
、

以
填
後
宮
。
至
孝
宣
帝
之
時
、
…
…
取
女
皆
過
大
度
、
諸
侯
妻
妾
或
至
数
百
人
、
豪
富
吏
民
蓄
歌
者
至
数
十
人
。
是
以
内
多
怨
女
、
外
多
曠
夫
」

（
Ｅ
）
「
玉
房
秘
訣
」
「
欲
御
女
、
須
取
少
年
未
生
乳
、
多
肌
肉
、
絲
髪
小
眼
、
眼
蜻
白
黒
分
明
者
、
面
体
濡
滑
、
言
語
音
声
和
調
而
下
者
、
其
四
肢
百
節

之
骨
皆
欲
令
没
、
肉
多
而
骨
不
大
者
、
其
陰
及
び
腋
下
不
欲
令
有
毛
、
有
毛
當
令
細
滑
也
」
及
び
「
太
渭
経
』
「
凡
相
貴
人
尊
女
之
法
、
欲
得
滑
肉

弱
骨
、
専
心
和
性
、
髪
澤
如
漆
、
面
目
悦
美
、
陰
上
無
毛
、
言
語
声
細
、
孔
穴
向
前
、
與
之
交
会
、
終
日
不
労
、
務
求
此
女
、
可
以
養
性
延
年
」
（
「
医

心弱
方骨
匹＝＝、

安
政
版
） 「

彰
祖
傳
説
と
『
彰
祖
経
」
」
（
「
中
国
新
発
見
、
科
学
史
資
料
の
研
究
論
考
篇
」
山
田
慶
児
編
）
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
京
都
、

く
り
か
ん
社
の
出
版
し
た
『
道
教
と
養
生
思
想
』
（
一
九
九
三
）
に
再
録
。
「
彰
祖
経
」
の
成
害
年
代
及
び
そ
の
著
者
ら
に
つ
い
て
の
推
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（
明
）
晋
武
帝
は
「
女
年
十
七
、
父
母
不
嫁
者
、
使
長
吏
配
之
」
（
豆
塁
旦
武
帝
紀
）
と
強
制
的
に
早
婚
を
実
行
し
、
北
周
武
帝
は
「
自
今
已
後
、
男
年

十
五
、
女
年
十
三
已
上
、
：
：
：
以
時
嫁
要
」
今
周
害
」
武
帝
紀
）
と
勅
令
を
出
し
た
。
「
今
諸
王
十
五
、
便
賜
妻
別
居
」
（
『
魏
害
」
高
允
伝
）
と
も
伝

え
ら
れ
、
献
文
帝
は
十
三
歳
で
孝
文
帝
を
生
み
、
陳
文
帝
の
沈
皇
后
は
十
歳
で
後
宮
に
入
っ
た
。

（
別
）
『
朱
子
語
類
』
「
唐
源
流
出
於
夷
狄
、
故
閨
門
失
礼
之
事
不
以
為
異
」
（
巻
百
三
十
六
、
歴
代
三
）

（
劃
）
二
程
の
礼
教
論
議
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
清
朝
初
期
の
『
方
苞
集
」
に
「
〃
餓
死
事
小
、
失
節
事
大
″
之
言
、
則
村
農
市
児
皆
耳
熟
焉
。
自
是
以

後
、
為
男
子
者
、
率
以
婦
人
之
失
節
為
差
而
憎
且
賤
之
、
此
婦
人
之
所
以
自
誇
奮
與
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
犯
）
「
或
問
、
「
千
金
方
」
有
房
中
補
益
法
、
可
用
否
？
（
中
略
）
窃
詳
「
千
金
』
之
意
、
彼
壮
年
負
縦
者
、
水
之
体
、
非
向
日
之
靜
也
。
（
中
略
）
若
以

房
中
為
補
、
殺
人
多
芙
」
（
朱
震
亨
『
格
致
余
論
』
）
、
「
無
論
其
術
験
否
、
當
知
天
地
間
未
有
行
惇
理
喪
良
之
事
、
而
反
能
益
寿
長
生
者
、
其
為
害
道

邪
説
、
顕
而
易
見
。
豈
有
賢
如
孫
真
人
、
為
此
害
道
之
邪
説
哉
？
必
由
好
奇
之
人
、
撫
拾
附
会
以
偽
託
耳
。
後
賢
因
過
信
孫
真
人
、
遂
不
辨
其
偽

妄
、
而
反
術
之
、
蓋
亦
千
盧
之
一
失
也
」
（
章
虚
谷
『
医
問
棒
喝
」
）

（
鴎
）
「
采
陰
須
採
産
芝
田
、
十
五
才
交
二
八
年
、
不
痩
不
肥
顔
似
玉
、
能
紅
能
白
瞼
如
蓮
」
「
以
人
補
人
、
一
夫
可
度
十
女
突
」
（
洪
基
『
摂
生
総
要
」
）
、

「
存
真
揮
三
五
二
八
眉
清
目
秀
之
鼎
、
調
養
一
年
之
余
、
候
其
癸
水
行
潮
信
准
、
（
中
略
）
始
陰
陽
交
合
」
陳
希
夷
「
房
中
玄
機
中
華
纂
要
」
）

（
別
）
胡
霞
、
島
崎
継
雄
「
中
国
人
の
性
事
情
」
サ
イ
マ
ル
出
版
社
、
一
○
二
頁
、
東
京
、
一
九
九
二

（
京
都
府
立
医
科
大
学
公
衆
衛
生
学
）



AStudyoftheSexualArtofHavinglntercoursewithSeveralYoung

Virgins(多御少女房中術)inTraditionalChineseMedicine

ShanzhaoYAN

TheemergencytreatmentsIorthedamageandbleedingofthevagina,andthesharppubicpainof

youngvirginswhichwerecausedoccurredbythesexualart(房中術),wererecordedintraditional

medicinebooks,suchasthe"Jiyanfang"(集験方)andothers.ItisafactthatinancientChinasome

peopleusedthesexualartofhavingintercoursewithseveralyoungvirginsatthesametimeinorder

toincreasetheirhealthandkeepperpetualyouthandlongevity.Thefamoustraditionalgeneral-

medicalbook,@qianjinyaofang"(千金要方)recommendedthatmethodtorichpersonstoo.

Itissupposedthatthebeginningofthesexualartofhavingintercoursewithseveralyoungvirgins

tracesbacktothetimesofEmperorHanwu(漢武),butitseemstohavedisappearedfromthe

historicalstageintheSong(宋)period.Ontheotherhand,thecriticismsfromthetraditional

medicinebooksandthesecretlanguagesofthetrainingofinternalalchemy(内丹)usedforthe

Taoistsacredbooksshowthatthesexualartofhavingintercoursewithseveralyoungvirginswas

stillgoingonbehindthescreenintheMing(明)andQing(清)periods・Evenifweconsiderthe

historicalchangesofethicsandmorality,wenowcannotbutcriticizethisbehaviorofabusing

juvenilesforthesexualart.

（
ご
富
）
巾
函
鰡
抑
等
恕

槌
澤
朴
思
幽
特
、

ト
［
国


